







































































































































































図5 車椅子対応 トイレの設置状況 (3号館)
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/05090201/.htm 2005年 12月 16日検索)
なお､平成 16年度は14県市であった｡また､身
体に障害のある者に対し一般的な配慮を行 うこと
については､すべての県市で確認されている｡
3)このほか､海外の事例報告として､白石 (2001)､
吉田･伊藤 (2004)がある｡
4)車椅子前方のステップに足を置くこと､および､
車輪を動かすために必要となる長さ｡
5)生徒用机を両端に寄せると通路幅は約 90cmとな
り､車椅子での移動に必要な幅である約70cmが確
保でき机間巡視が可能となる｡しかし､これでも､
最も廊下側および最も窓側の前から2-4列目の
座席にアクセスできないという問題が残る｡
6)本稿で検討してきた､車椅子利用学生を念頭にお
いている｡
7)文字色 ･背景色は自由に設定可能なので､黒板に
チョークで板書するイメージでの書き込みも可能
である｡
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